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総
務
委
員
会 

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き 

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き 

委
員
会
の
動
き 

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

五
件
は
、
原
案
可
決
し
た
。 

　
議
案
第
十
二
号
伊
予
市
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
条
例
が
可
決
さ
れ
た

場
合
、
推
進
協
議
会
の
人
選
、
開

催
計
画
等
の
時
期
に
つ
い
て
質
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
旧
伊
予
市
に
お
い
て

条
例
化
を
図
っ
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
昨
今
の
治
安
情
勢
の
悪
化

等
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
再
構
築
す
る
た
め
、
市
・
地

域
住
民
・
事
業
者
・
団
体
等
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
早
急
に
人
選
を
と
考
え

て
い
る
。
推
進
協
議
会
の
構
成
は
、

広
報
区
長
・
消
防
団
員
・
交
通
指

導
員
・
民
生
児
童
委
員
・
警
察
・

消
防
関
係
者
・
市
議
会
議
員
な
ど

の
方
々
を
考
え
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。 

　
九
款
消
防
費
に
お
け
る
、
備
品

購
入
費
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
等
の
購
入
に
伴
う
地
元
負
担
は
、

旧
伊
予
市
五
〇
％
、
旧
中
山
町
・

旧
双
海
町
に
お
い
て
は
、
「
町
」

伊
予
市
公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て 

 

　
山
　
　
　
宏
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
灘
町 

　
年
齢
　
七
十
歳 

 
　
中
岡
　
弘
子
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
中
山
町
栗
田 

　
年
齢
　
六
五
歳 

 

　
藤
田
　
　
稔
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
双
海
町
上
灘 

　
年
齢
　
六
三
歳 

人

事

案

件 

な
か
お
か 

や
ま
さ
き 

ふ
じ
た 

み
の
る 

ひ
ろ
し 

ひ
ろ
こ 

伊
予
市
固
定
資
産
評
価 

委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て 

 

　
大
西
　
貴
子
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
稲
荷 

　
年
齢
　
六
二
歳 

 

　
仙
波
　
政
雄
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
下
吾
川 

　
年
齢
　
六
九
歳 

 

�
　
永
　
　
功
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
上
野 

　
年
齢
　
六
八
歳 

 

　
岡
田
　
　
久
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
中
山
町
中
山 

　
年
齢
　
七
四
歳 

 

　
森
本
　
政
志
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
中
山
町
佐
礼
谷 

　
年
齢
　
七
四
歳 

 

　
池
田
　
政
敏
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
中
山
町
中
山 

　
年
齢
　
六
六
歳 

　
大
森
　
安
幸
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
双
海
町
串 

　
年
齢
　
六
三
歳 

 

　
木
内
　
　
進
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
双
海
町
高
岸 

　
年
齢
　
六
六
歳 

 

　
久
保
　
　
紘
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
双
海
町
上
灘 

　
年
齢
　
六
三
歳 

お
お
に
し 

た
か
こ 

お
お
も
り 

や
す
ゆ
き 

き
う
ち 

す
す
む 

く
　
ぼ 

ひ
ろ
し 

せ
ん
ば 

お
か
だ 

ま
さ
お 

と
く
な
が 

い
さ
お 

ひ
さ
し 

い
け
だ 

ま
さ
と
し 

も
り
も
と 
ま
さ
し 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て 

 

　
神
山
　
洋
子
氏
に
同
意 

　
住
所
　
伊
予
市
森 

　
年
齢
　
四
六
歳 

　
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
い
よ
し
」
七
月
号
を
御
覧

く
だ
さ
い
。 

か
み
や
ま 

よ
う
こ 



民
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委
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産
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建
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委
員
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が
全
額
負
担
。
合
併
後
の
負
担
割

合
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
旧
伊
予
市

で
は
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

五
〇
％
、
防
火
水
槽
一
〇
％
地
元

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
負

担
割
合
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
合

併
協
議
の
中
で
具
体
的
に
結
論
が

出
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
備
品

等
の
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
地
元

負
担
の
軽
減
及
び
負
担
の
公
平
性

と
い
う
見
地
か
ら
も
早
急
に
調
整

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
。 

    

　
今
期
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
十
一
件

を
全
会
一
致
で
可
決
。
請
願
一
件
・

陳
情
一
件
は
、
継
続
審
査
と
決
し

た
。 

　
伊
予
市
環
境
審
議
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
旧
伊
予
市
で
は

平
成
十
五
年
度
に
発
足
し
た
が
、

今
回
合
併
後
、
旧
中
山
・
旧
双
海

を
含
め
て
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、

議
決
後
は
、
年
度
内
で
三
回
程
度

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
、
実
効
の
上
が
る
審
議
会
と
な

る
よ
う
要
望
し
た
。 

　
伊
予
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
は
、
旧
伊
予
市
は
毎
年
改
定
、

旧
中
山
・
旧
双
海
は
据
え
置
い
て

い
た
が
、
今
後
据
え
置
く
と
改
定

率
も
大
き
く
な
る
の
で
、
旧
伊
予

市
の
方
式
で
行
い
、
ま
た
、
基
金

は
当
面
積
み
立
て
る
予
定
は
な
い
。 

　
介
護
納
付
金
滞
納
繰
越
金
に
つ

い
て
は
、
き
め
細
か
な
納
税
指
導

を
行
い
、
担
税
力
が
あ
っ
て
、
長

期
間
納
付
意
思
を
示
さ
な
い
滞
納

者
に
は
、
将
来
的
に
は
差
し
押
さ

え
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
ま
た
、
六
月
か
ら
月
一
回
、
日

曜
日
に
窓
口
を
開
設
し
、
徴
収
率

の
向
上
に
努
め
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。 

　
日
曜
日
の
窓
口
開
設
に
つ
い
て

は
、
広
報
等
を
通
じ
、
市
民
へ
の

周
知
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
た
。 

　
今
回
の
値
上
げ
で
、
旧
中
山
町

と
旧
双
海
町
の
関
係
に
つ
い
て
、

今
ま
で
旧
伊
予
市
は
介
護
保
険
等
、

毎
年
改
定
し
て
き
た
が
、
旧
二
町

の
場
合
は
改
定
を
据
え
置
い
て
い

た
。
合
併
協
議
で
、
旧
伊
予
市
に

合
わ
せ
正
常
に
も
ど
し
た
い
と
し

て
お
り
、
そ
の
緩
和
策
と
し
て
、

一，
〇
〇
〇
万
円
の
基
金
の
取
り

崩
し
を
介
護
費
用
の
増
加
に
伴
う

今
後
の
改
定
等
の
持
続
的
な
対
応

に
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

    

   

　
付
議
さ
れ
た
議
案
七
件
は
、
原

案
可
決
し
た
。 

　
一
般
会
計
予
算
の
所
管
部
門
、

農
業
委
員
会
の
電
算
化
の
委
託
料

に
つ
い
て
は
、
早
く
抜
本
的
な
対

策
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
シ
ス

テ
ム
で
の
電
算
を
改
め
る
べ
き
と

の
要
望
を
し
た
。 

　
単
独
土
地
改
良
事
業
等
の
水
路

改
良
工
事
に
お
い
て
、
短
い
延
長

で
あ
る
の
に
二
年
度
に
分
割
し
て

施
工
す
る
理
由
を
質
し
た
と
こ
ろ
、

限
ら
れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
、
多

く
の
要
望
あ
る
箇
所
を
施
工
し
よ

う
と
す
る
た
め
と
の
答
弁
を
得
た

が
、
経
費
の
面
か
ら
も
単
年
度
の

施
工
を
要
望
し
た
。 

　
河
川
の
管
理
委
託
に
つ
い
て
質

し
た
と
こ
ろ
、
ポ
ン
プ
に
つ
い
て

は
漁
協
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
専
門
家
に
定
期
的
に
点

検
を
含
め
、
い
か
な
る
時
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
要
望
を
し
た
。 

　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

費
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
旧

伊
予
市
二
件
、
旧
中
山
町
五
〇
件
、

旧
双
海
町
三
八
件
発
注
済
み
で
、

残
り
旧
伊
予
市
一
件
、
旧
中
山
町

六
件
、
旧
双
海
町
一
件
で
あ
り
、

早
期
完
成
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
る
と
の
答
弁
を
得
た
。 

　
市
民
競
技
場
で
は
、
芝
の
管
理

の
た
め
に
市
民
に
不
便
を
き
た
し

て
い
る
が
、
初
期
の
対
応
の
悪
さ
、

使
用
回
数
の
問
題
等
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
今
後
は
野
球
場
を
含
め
、

管
理
徹
底
を
図
り
、
早
く
活
用
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
。 

　
伊
予
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
、
鳥
ノ
木
団
地
の

雨
水
流
入
問
題
や
予
算
に
つ
い
て

質
し
た
と
こ
ろ
、
調
査
・
検
討
を

し
た
と
こ
ろ
、
抜
本
的
に
直
す
必

要
が
あ
る
と
判
断
を
し
た
の
で
、

布
設
替
え
を
計
画
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
、
市
街
化
区
域
外
の

問
題
も
要
望
し
た
が
、
区
域
内
を

早
く
整
備
し
た
上
で
、
検
討
を
し

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

議会だより編集委員会委員 

編
集
後
記 

　
合
併
後
初
め
て
の
伊
予
市
議

会
定
例
会
も
終
了
し
、
議
会
だ

よ
り
を
新
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
入
梅
後
雨
が
降
ら
ず
旧
伊
予

市
で
は
渇
水
対
策
本
部
を
設
置

し
、
対
策
検
討
中
に
想
像
も
で

き
な
い
大
雨
に
み
ま
わ
れ
ま
し

た
。
豪
雨
と
な
り
、
死
亡
者
一

名
・
床
下
浸
水
等
国
道
５
６
号

と
３
７
８
号
は
犬
寄
ト
ン
ネ
ル

手
前
と
高
野
川
で
土
砂
崩
れ
が

あ
り
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
全
壊
も
あ
り
自
主
避
難
さ

れ
る
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
は

不
安
な
日
々
を
す
ご
さ
れ
ま
し

た
。 

　
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様

に
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆

様
に
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

文
責
　
山
　
　
　
正
　
樹 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

委
員
長
　
山
　
　
　
正
　
樹 

副
委
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長
　
青
　
野
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委
　
　
員
　
大
　
西
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委
　
　
員
　
久
　
保
　
　
　
榮 

委
　
　
員
　
田
　
中
　
　
　
弘 

委
　
　
員
　
岡
　
田
　
博
　
助 

委
　
　
員
　
水
　
田
　
恒
　
二 


